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（参考）

木造、鉄骨造、鉄筋鉄骨コンクリート造、組構造等の建築物（建築中、解体中も含む。）、建造中の船舶等

転　　倒 人がほぼ同一平面上でころぶ場合をいい、つまずきまたはすべりにより倒れた場合等をいう。

事故の型別分類

墜落、転落 人が樹木、建築物、足場、機械、乗物、はしご、階段、斜面等から落ちることをいう。

はさまれ・巻き込
まれ

ものに挟まれる状態及び巻き込まれる状態でつぶされ、ねじられる等をいう。

動力運搬機 トラック、フォークリフト、コンベヤー等

動作の反動、無理
な動作

　他に分類されない場合であって、重い物を持ち上げて腰をぎっくりさせたという時のように身体の動き、不自然な
姿勢、動作の反動などが起因して、すじをちがえる、くじく、ぎっくり腰およびこれに類似した状態なる場合をい
う。

仮設物、建築物、
構築物等 えん堤、ずい道、橋梁、地下構築物、よう壁、タワー、サイロ、ビン、ピット、溝等構築物

　仮設物等の上での作業を行う場合のように当該物が作業面である場合又は仮設物等が倒壊した場合のように起因物
が当該物そのものである場合に適用される。

環境等 地山、岩石、立木、伐倒木、水、異常環境等、高温・低温環境等

乗物 乗用車、バス、鉄道車両、バイク等

起因物別分類

仮設物 足場、仮設足場、通路、支保工、階段、桟橋、開口部、屋根、はり、もや、けた、合掌、作業床、歩み板等

建築物
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